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Ｈ２６．阿南高専入試
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（１）９枚ずつ敷き詰めたとき

（２）１＋３（ｎ－１）＝１＋３ｎ－３＝３ｎ－２

（３）偶数個敷き詰めたときは大きい方から順に４つ足すと

６６４÷ ４＝１６６と割り切れるので奇数個敷き詰めている。
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（１）駅行きのバスに出会ったのは

（２）１２時４５分発のバスに追い越されたのは

Ａさんの歩くときの関係は

１２時む４５分発のバスの関係は

①②を連立方程式として解いて
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（１）Ａ’Ｃ’＝

（２）△Ａ’ＢＥは一辺が８ｃｍの正三角形である。
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（３）立体Ｏ－Ａ’ＢＦは立体Ｏ－Ｃ’ＥＧと相似であり

相似比はＢＦ：ＥＧ＝８

なので体積比は

よって立体Ｃ’ＥＧ－Ａ’ＢＦの体積と立体Ｏ－Ｃ’ＥＧの体積比は７：１である。

求める体積は

さて、立体Ｏ－Ｃ’ＥＧの体積は

なので底面Ｃ’ＧＥとしたとき高さはＧＯとなるので
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